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Discovery of an alien species。 Currant clearwing moth, Synanthedon tipuliformis 
(Sesiidae) injuring cultivated currant from Hokkaido, Japan 
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Abstract The currant clearwing or currant borer, Synanthedon tipuliformis (Clerck, 1759) was 
newly recorded from Hokkaido, Japan as an alien species of cultivated currant, Ribes spp. The 
species is well known as a pest in Europe, and also in North America, Australia and New Zealand 
where introduced populations occur. The species was probably introduced into Hokkaido, Japan by 
unfortunate accident. 
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北海 道 の フ サス グリ , クロ スグ リ Ribes spp. (以下 , 「 カ ー ラ ン ツ 」 と 総称 ) の 茎 内 より 小型 の スカ ン 
バ ガ が 発見 され た . こ の スカ シバ ガ は コス カシ バ 属 Synanthedon の 種 で あっ た が , 日 本 産 本 属 の 既知 種 
12 種 (有田 ・ 池 田 , 2000) の どれ に も 該当 し な か っ た . この 種 を ヨー ロッ パ に 広く 分 布 し . ス グリ 類 の 害 
虫 で ある Synanthedon tipuliformis (Clerck, 1759) と 比較 し た と ころ 特徴 が 一 致 し , 本 種 を S. tipuliformis 
と 同定 し た . 和 名 は スグ リコ スカ シバ ( 新 称 ) と する . 


S. tipuliformis は ヨー ロッ パ よ り 極 東 ま で の 旧 北 区 と 北米 . ニ ュー ジー ラン ド ・ オ ー ス トラ リア と 広く 
分 布 し て いる が , ヨー ロッ パ 以 外 で は 外来 種 と きれ て いる (Eichlin and Duckworth, 1988: Spatenka et 
al., 1999: Lastuyka & Lastuvka, 2001). 




















本 種 は カー ラン ツ の 茎 内 に お いて 幼虫 態 で 越 欠 する . 北海 道 へ は 偶然 に カー ラン ツ の 導入 苗 と 共に 
人 為 的 に 侵入 し た も の と 考え られ る . これ まで に 本 種 の 発生 が 確認 され た の LIM 
日 本 海 側 の 余市 町 の 果樹 園 1 園地 , 道央 部 内 陸 の 長沼 町 の 果樹 園 2 園地 で , これ ら 3 彫 地 間 に 

シン 条 の 邊 重大 は な に カー ラン ツ は 1872 年 に GN の 
苗 が 持ち の 27 の すき リリ な いと 考え られ る こと か ら , 本 種 
は 北海 道 に 侵入 し て か ら か な り の 年 月 が 経過 し て お り , 北海 道内 に は 広く 分 布 し て いる 可能 性 が あ 
る . 


























Synanthedon tipuliformis (Clerck, 1759) スグ リコ スカ シバ ( 新 称 ) (Figs 1-10) 


成虫 . 雄 (Fig. 1). 雌 (Fig. 2). 前 次 開 張 . 雄 16-19 mm. 雌 18-21 mm. 


頭 部 は 黒褐色 . 触角 は 黒褐色 で 先端 に 毛 東 が あ り , 雄 で は 短い 繊毛 を 持つ . 下 唇 話 の 背面 は 黒褐色 , 腹 
面 は 黄色 . 複眼 の 前 方 外縁 ! a 胸部 は 黒褐色 , 肩 板 の 内 縁 は 黄色 . 前 超 は 左 明 , 横 脈 教 
は 黒褐色 で 太い , 中 室外 方 透明 絞 は 縦 に 細長 い . 
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Figs 1-10. Synanthedon tipuliformis (Clerck). 1. Male. 2. Female. 3. Male genitalia (succus and 
valva). 4. Female genitalia. 5. Egg on Ribes stem. 6. Mature larva in 1arval tunnel, ex- 
posed. 7. Pupa in larval tunnel, exposed. 8. Pupal case protruding from Ribes cane. 9. 
Pupal frontal process, ]ateral view. 10. Ditto, dorsal view. 


外縁 絞 は 問 脈 の 間 に 樽 黄色 の 鱗粉 を も つ . 後 次 は 透明 , 横 脈 紋 は 黒褐色 で 小さ い . 腹部 は 黒褐色 , 腹部 
第 2, 4.6 節 , 雄 で は さら に 第 7 節 の 後 縁 に 細い 黄色 の 帯 を 持つ . この 黄色 帯 は 雌 で は 雄 よ りや や 太い . 尾 
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Figs 11-14. Synanthedon tipuliformis (Clerck). 11. Newly emerged adult, male. 12. Newly 
emerged adult, female. 13. Adult moths resting on Az の es leaves. 14. Male adult visiting 
fower of Erigeron annuus. 15. An infested cane of Ribes with sawdust-hke frass expelled 
by larva. 16. An infested cane of Ribes damaged by snow during Winter. 


端 総 毛 は 雄 で は よく 発達 し 扇形 に 開く が , 雌 で は 短く 開か な い . 

雄 交 尾 器 (Fig. 3). 近似 の 種 $. spuleri に よく 似 て いる が , バル バ の crista sacculi の 形状 が わずか に 異な る . 
雌 交 尾 器 (Fig.④⑰. 雄 同様 に $. spuleri に 似る が , lamela anterior の 形状 が 異な る . 

卵 (Fig. 5). 長径 0.6 mm, 短 径 0.4 mm で や や 平たい 椿 円 形 , 色 は 褐色 . 

幼虫 (Fig. 6). 体長 約 11 mm. 乳白 色 で 頭 部 は 赤褐色 . 


上 嗣 (Figs 7-10). 体長 10-12 mm. 体 色 は 褐色 . 頭 部 の 額 突 起 は よく 発達 し , Ne は 二 又 に 分 か れ , 前 方 
に 鋭く 突出 する (Figs 9, 10). 腹部 背面 の 球状 笑 起 【 DO は 第 3-7 節 , 雌 で は 第 3-6 節 に 2 列 あ り , 前 方 列 
の 団 が 大 きく , 雄 の 第 2, 8-9 節 お よび 雌 の 第 2,7-9 節 に は 1 列 の み も つ . 腹 閑 飲 の 尾 突起 は 月 
1 対 , 側面 に 1 対 , 腹面 に 2 対 あ る . 


所 検 標本 . 2 ?2 ?, Germany, Schloswig-Holstein, Pinneberg-Nord, 19. IV-26. V. 2006, 10. IV. 2000, 10. V. 
2005: 2 プ 2 ゃ , Belsium, Antwerpen, Hoboken, 16-17. VI. 1996: 1 の 1 4, ditto, em. 9 & 12. VI. 1996, ex 
Ribes sp.; 2 22 THokkaido, Naganuma-cho, em. 7-11. VI. 2007, er Ribes rubrum, A. Iwasakii 11 14 4, 
ditto, 9-14. 2007, ex Ribes nigrum, A. Iwasaki: 2 1 その 77o, 10-12. VI. 2007, ex Ribes spp., A. Iwasaki: 7 の 
4\, ditto, 24. VI. 2007, on Ribes spp., A. Iwasaki: 2 exs, Yoichi-cho, em. 14. VI. 2005, ex Ribes sp., A. 
Iwasaki (preserved in Insect Museum, Natural Resources Inventry Center, National Institute for Agro-envi- 
ronment Sciences, Tsukuba, Ibaraki). 


























寄主 植物 . フ サス グリ Ribes rubrum L., クロ スグ リ Ribes nigrum L.( ス グリ 科 ). 国外 で は A め es 属 他 種 に 
加え て , ニ シキ ギ 科 の Euonymus europaea か ら も 知ら れる (Spatenka et al., 1996). 


生態 . 2007 年 に 北海 道長 沼 町 で 行っ た 観察 結果 は 以下 の 通り で ある . $ 月 下旬 に は 枝 の 髄 部 を 待 也 加 
害する 老齢 幼虫 お よび 踊 (Figs 6, 7) が 認め られ る . 被害 部 は 径 3-6 mm 程度 の 枝 が 主体 で ある が , 脱出 
遇 の 位置 か ら 数 年 間 経 過 し た 枝 の 内 部 の 加害 も ある よう で ある . 被害 枝 は 髄 部 が 空洞 化し , 内 面 が 暗 褐 
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色 を 呈す る . 幼虫 は , 空 油 と な っ た 枝 内 の 一 部 に お が 層状 の 茎 組 織 を 充満 きせ , この 部 分 で 越冬 し, 春 務 
に 遇 化 する . 遇 化 場所 は 地上 30 cm また は それ 以上 の 高き で ある こと が 多く , 幅 化 場所 に 近い 茎 表面 
に , 径 1.5 mm 程度 の 脱出 口 が 認め られ る こと も ある .6 月 中 - 下 旬 に は , 茎 に 開け られ た 脱出 口 か ら 幅 
の 前 方 半分 を 露出 させ て (Fig. 8) 成虫 が 羽化 し , 6 月 下旬 に は 多数 の 成虫 が 認め らち られる. 成虫 は 主 に カ 
ー ラ ン ツ の 業 の 上 に 静止 し て お り (fHig. 13), 一 部 の 個体 は 付近 で 開花 し て いる ヒメ ジョ オン Erigeron 
annuus (L.) に 訪 花 し た (Fig. 14).7 月 上 旬 に は 成虫 の 発生 は 終息 し , カー ラン ツ 2 年 枝 以 上 の 枝 の 表皮 
上 に 1 粒 ず つ 産 下さ れ た 卵 (Fig. 5) が , 8 月 に は 被害 枝 か ら 排 出さ れ た 虫 工 (Fig. 15) が 認め られ た . 


役 害 . 被害 植物 は , 2 年 枝 が 加害 され た 場合 , 枝 上 の 芽 が 全て 枯死 する か , 新芽 の 発芽 ・ 生 育 が 極め て 
劣る . ま た, 加害 に より 強度 が 低下 し て 折損 する 枝 (Fis. 16) も ある . 長沼 町 の 発生 園地 で は , 20 m 程 度 
隔 た っ て 栽植 され て いる 樹高 0.5 m の 若木 と 同 1.3 m の 成 木 の 内 , 若木 に つい て 2007 年 5 月 30 日 に 被 
害 核 の 大 半 を 切除 し て 園地 外 に 持ち 出 し た . 同 園地 の 成 木 上 に 多数 の 成虫 が 認め られ た 6 月 24 日 に 。 
被害 核 を 持ち 出し た 若木 の 上 に は 成虫 が 認め られ な か っ た こと か ら , 計 定 作業 時 の 被害 枝 の 園地 外 
へ の 搬出 が 本 種 被害 を 軽減 する 上 で 有効 と 考え られ た . 


分 布 . ヨー ロッ パ か ら 極 東 ま で の 旧 北 区 ., ア メリ カ ・ カ ナダ , オ ー ス トラ リア ・ ニ ュー ジー ラン ド , 日 本 
(北海 道 ) (日 本 初 記録 ). 


備考 .$. 7 か zz は ヨー ロッ パ 産 の カエ デ 類 ., カンパ バ 類 . ヤ ナギ 類 を 加害 する ゞ . spuleri (Fuchs) に 酷似 
する が , 1. 前 贅 の 中 室外 方 透明 紋 は 縦長 で ある , 2. 前 次 の 外縁 紋 は 栓 黄 色 の 鱗粉 が 次 脈 の 間 に あ る こと 
で 区 別 さ れる . また , 日 本 産 の ゞ .7ezzs (Butler) ヒメ コス カシ バ に も よく 似 て いる が , 1. 前 次 の 横 脈 紋 が 
大 きい , 2. 前 赴 の 中 室外 方 透明 紋 は 縦長 で 小さ い , 3. 胸部 の 肩 板 の 内 側 に 黄色 の 線 が ある こと で 区 別 さき 
れる . また , 本 種 の 由 は 頭 部 の 額 突 起 が 先端 部 で 二 又 に 分 か れ て 鋭く 突出 する (Figs 9, 10) こと で 前 2 種 
と た や すく 区 別 さ きれ る. 
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Summary 


The currant clearwing, Synanthedon tipuliformis is a cosmopolitan pest species in temperate regions and was 
unfortunately introduced into Hokkaido by accident. The larvae of this species feed internally on the cane of 
cultivated currants, Ribes nigrum and R. rubrum in Hokkaido. 


The species is very close to $. tenuis (Butler) in Japan, but differs by the broader discal spot and external 
transparent area of the forewing, which is longer than its own width; by the presence of a yellow line on the 
inner margin of the tegula and by the presence of a bifulcate apex on the pupal frontal process. 
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